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私
た
ち
が
住
む
日
本
は
世
界

の
陸
地
の
１
％
に
も
満
た
な
い
国

土
で
す
が
、
世
界
で
発
生
す
る
地

震
の
お
よ
そ
10
％
が
日
本
と
そ
の

周
辺
で
発
生
し
て
お
り
、
地
震
が

多
い
国
で
す
。
三
光
建
設
工
業
で

は
、
地
震
か
ら
建
物
を
守
り
、
居

住
者
の
人
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
、
新
技
術
『
免
震
構
造
』
の
建

設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
工
事
部
の
田
内
部
長
に
免
震
構

造
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
安
心
安
全
の
免
震
構
造
と
は

　
突
然
の
地
震
か
ら
人
や
建
物

を
守
る
た
め
の
地
震
対
策
は
、

「
耐
震
」
と
「
免
震
」
の
２
つ

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
耐
震
は
、

地
震
の
力
に
対
し
て
主
に
構
造

体
の
強
度
を
上
げ
て
耐
え
る
構

造
で
す
。
す
べ
て
の
建
築
物
に

対
し
て
義
務
付
け
ら
れ
た
構
造

で
す
が
、
地
震
の
揺
れ
が
直
接

的
に
建
物
に
伝
わ
る
た
め
、
高

層
階
に
上
が
る
ほ
ど
揺
れ
が
増

幅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
建
物
が

激
し
く
揺
れ
る
こ
と
で
、
家
具

な
ど
が
倒
れ
て
人
の
命
に
関
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
免
震
は
、
地
面
と
建

物
の
間
に
「
免
震
装
置
」（
左

上
の
イ
ラ
ス
ト
参
照
）
を
入
れ

て
、
建
物
へ
伝
わ
る
揺
れ
を
減

ら
し
ま
す
。
免
震
装
置
が
揺
れ

を
吸
収
す
る
た
め
、
建
物
に
伝

わ
る
揺
れ
が
少
な
く
な
り
建
物

内
部
の
家
具
、
機
器
類
を
倒
れ

に
く
く
し
ま
す
。

　
縁
の
下
で
支
え
る
装
置
た
ち

　
建
物
の
下
に
設
置
さ
れ
た
免

震
装
置
は
色
ん
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。
紙
面
の
一
番
下
に
あ
る

写
真
は
そ
の
一
部
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
部
材
に
ゴ
ム
、
平
面
の
鋼

材
、
鉛
な
ど
の
素
材
が
使
わ
れ

て
お
り
、
地
震
の
際
に
は
、
揺

れ
を
伝
え
に
く
く
し
た
り
、
建

物
の
位
置
を
元
に
戻
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
免
震
構
造
マ
ン
シ
ョ
ン

　

三
光
建
設
工
業
で
最
初
に
取

り
組
ん
だ
免
震
構
造
の
建
物
は
、

２
０
０
６
年
に
竣
工
し
た
『
サ

ン
・
ヒ
ー
ロ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
別
府

駅
前
』
で
し
た
。
大
分
県
下
の
建

設
会
社
で
は
初
と
な
る
免
震
構
造

の
建
設
工
事
で
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
は
大
分
県
初
の
免
震
構
造
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
「
サ
ン
レ
ス
コ
別

府
石
垣
東
」
の
建
設
に
も
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
長
年

培
っ
て
き
た
技
術
を
こ
れ
か
ら

も
、
さ
ら
に
重
ね
て
磨
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
暮
ら
し
を
支
え
る
責
任
と
喜
び

　

私
自
身
、
建
設
の
仕
事
に
関

わ
っ
て
30
年
以
上
に
な
り
ま
す

が
、
建
物
は
生
活
さ
れ
る
方
の
基

盤
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。
全

て
の
案
件
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
。
責
任
の
重
さ
を
日
々

実
感
し
な
が
ら
、
完
成
後
の
喜
び

の
声
や
感
想
を
聞
け
る
時
に
は
、

物
を
作
る
も
の
と
し
て
最
高
に
充

実
感
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
案
件
に
今
ま
で

培
っ
て
き
た
全
て
を
注
い
で
、
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　

　

  

地
震
か
ら
建
物
を
守
る

   

免
震
構
造
建
設
に
つ
い
て

↑各装置がそれぞれの特徴を
　活かし建物を守っています

地
震
か
ら
建
物
を

    

守
る
免
震
装
置↑すべり材が鋼板上を滑り揺れを

　建物に伝えないようにします
↑上部構造を支え、地震のエネル
　ギーを伝えないようにする装置

田内徹明（工事部 部長）
1966 年生  大分市出身  
鶴崎工業高校 建築科卒

 積層ゴムアイソレーター 積層ゴムアイソレーター 鉛ダンバー 鉛ダンバー建物完成時の免震装置建物完成時の免震装置

↑地震のエネルギーを吸収して、
　震動を抑える装置

 すべり支障 すべり支障



編集
後記

 HP ＆ SNS で最新情報発信中 !
三光建設工業のホームページやフェイス
ブックページで、最新情報を発信してい
ます。ぜひこちらもご覧ください。

　工事部の田口課長が大林組様より安全表彰を受け、社内
で表彰式を行いました。表彰式で田口課長は、「大手の方
との仕事で貴重な経験と勉強が出来ました。それを今後、
私自身と部下の教育に活かしていきたいです」とこれから
の決意を語りました。三光建設工業では、これからも安全
衛生委員会を中心に、より安全な現場環境づくりに取り組
んでまいります。

◉◉仕事内容仕事内容

◉◉仕事で大切にしていること仕事で大切にしていること

◉◉将来の夢将来の夢

　現場管理をやっています。品質
管理、工程管理、安全管理、原価
管理などをやっています。

　1 級建築施工管理技士の資格を
取得し、将来的には、「現場の管理
はあいつにまかせれば、大丈夫！」
と言われるようになります！

　夏の生活習慣による冷えが原因で自律神経
のバランスが乱れ、秋口になって症状が出る
ことを秋バテというようです。まだまだ暑い
日が続きますがお体にお気をつけて下さい。

　何事も自分で確認すること。人
から言われた大切なことは忘れな
いようにメモをとることです。

最
新
情
報

　
発
信
中
！

HP FB  

金子 義彦さん誕生月が９月のスタッフ

工事部 主任 工事部 主任 （入社 8 年目）（入社 8 年目）

スタッフ紹介コーナー  

座
右
の
銘
は

 

一
生
懸
命
で
す

さ と う       ひ で ゆ きさ と う       ひ で ゆ き

佐藤 秀幸佐藤 秀幸

誕生月が９月のスタッフ

同友会では様々な経営者の
皆さんから、幅広い視野で
考えることや多くの気づき
やヒントをもらっていま
す！今回は貴重な機会をい
ただき、感謝です！

①北村社長の前にはコロナ対策としてアクリル板が設置  ②講演テーマは「社員が安心して働ける職場づくりに努め
ること、それが経営者の仕事」③④コロナ対策としてテーブルや椅子の除菌、椅子の間隔が開けられていました
⑤当日の資料 ⑥⑦⑧講演後はグループに分かれて感想や討論が行われましたた⑨⑩⑪参加された方の感想の声です

  ❶❶   ❷❷   ❸❸   ❹❹

  ❺❺   ❻❻   ❼❼

  ❽❽

  ❾❾

　2020 年 7 月 29 日、経営者団体である大分県
中小企業家同友会の別府支部例会にて、当社の
北村社長が講演を行いました。当日の様子をレ
ポートいたします。

北村社長が講演北村社長が講演

  ⓫⓫

  ❿❿

北村社長が講演北村社長が講演

社長が社員の視点を
大切にして経営して
いることがよく分か
りました
大野印刷株式会社
代表取締役 大野晃史さん 

三光さんの歴史を改
めて知ることができ
大変勉強になりまし
た
社会保険労務士法人さくら 
代表 渡邊庸子さん 

評価制度が大変参考
になりました
自社に取り入れてみ
たいと思います 
秋吉電気株式会社
代表取締役 秋吉智治さん 北村社長の感想

小
学
校
か
ら
社
会
人
ま
で

小
学
校
か
ら
社
会
人
ま
で

　　

サ
ッ
カ
ー
一
筋

サ
ッ
カ
ー
一
筋

大林組大林組様様よりより安全表彰受賞安全表彰受賞

好
物
は

好
物
は

　　

め
ん
類
全
般

め
ん
類
全
般
で
す
で
す

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

　

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

　

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
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